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●近畿圏で特徴的な設備機器 

「集会室」 

近畿圏では他のエリアに比べて設置率が全体的に高い水準を示している。戸数規模による違いに着目すると、

「50 戸以上 100 戸未満」では直近 10 年間（2016 年～2025 年）を通して 20％台～30％台で安定、「100 戸以上」に

なると概ね過半数にまで跳ね上がっているわけだが、直近にかけては幾分か低下しつつあるようだ。コロナ禍では

対面形式からオンライン形式でのマンション理事会や総会が増えたとも聞かれ、最近では以前に比べてニーズが

減りつつある「集会室」に代わって「テレワークスペース」を共用部分に設ける物件が多くなってきている。 

「ミストサウナ」 

戸別設置のため、“スケールメリットを得やすい大規模マンションほど設置率も高くなる”という条件には当てはまら

ない。近畿圏では新築マンションの主な供給先において強い営業力を持つ大手ガス会社が給湯・ガス設備とセット

で販売していることが設置率の高さにつながっていると考えられる。しかし、近年では建築費の上昇に伴ってマン

ション価格が高騰する中、設備コスト削減の流れが強まるとともに設置率の水準も低下しつつある。 

「太陽光発電」 

太陽光パネルなどをマンションに設置する場合、十分な日当たりやスペースを確保するために広い屋上を有する

大規模マンションで設置されることが多いわけだが、近畿圏では小規模マンションや中規模マンションにおいても

比較的高い設置率となっている。ただし、これは再生可能エネルギーの導入促進事業が行われている京都府によ

るところが大きい。京都府に限った場合、直近 10 年間での平均設置率は「50 戸未満」で 73.8％、「50 戸以上 100

戸未満」で 98.3％、「100 戸以上」で 96.4％といずれも突出している。 

 

東京カンテイ、直近 10 年間の新築マンションにおける設備機器のトレンド変化を調査 

大規模物件では「集会室」に代わって「テレワークスペース」が台頭 

定番化しつつあった「ミストサウナ」は設備コスト削減の動きから設置率が徐々に低下 
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